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Ａ：学校教育は多くの課題を抱えています。このため学校支援として、市では平成１８年度から教育委員会

  若手職員７名を教育支援コーディネーターとして中学校に配置しました。   
  今年度、文部科学省の事業として全国で1,800の学校支援地域本部が立ち上がっています。これは、国
  の事業で国が人件費を出すもので全体では５０億円で進められています。  
  市は、全ての小学校、中学校に配置しています。勤務時間は、１週間に５日の半日勤務となっています。

  職務内容は、学校支援ということで、例えば公民館で様々な学習をされたことを子供たちに還元してい

  こう、大人が子供たちに関わりあっていくなど、学校と地域とのコーディネートをしていただくもので

  す。  
  例えば、雲南市の歴史について非常に詳しいとか、これまで学校の先生が地域に出かけていって情報を

  得ていたことを担っていただくとか、いろいろ考えられます。先生の負担軽減にもなります。  
  先生には、授業あるいは生徒指導の面で子供たちに関わってもらう時間を十分に取っていただく、その

  ための支援をして行くための調整役です。  
  地域がボランティア技能能力を持っている方を学校へ派遣したり、人材情報を学校へ伝える、そういう

  役割りが地域コーディネーターです。（教育長） 
 

 

                    １６．［ 青 少 年 ］                              

 該当なし 

 

 

                    １７．. [芸 術 ・文 化 ・スポーツ]                              

 

掛合町松笠地区 澤村藤十郎公演について 

Ｑ３２１ 

   澤村藤十郎丈の公演について、先日も聞きに行ったが、話が難しくてよくわからなかった。それよりも、歌舞 

   伎をしてもらった方がわかりやすくてよいのではないか。 

Ａ：たしかに、難しいが平家物語の朗読や語り、古典を通して今の子どもたちに美しい日本の言葉を伝えて

  もらいたいというのがねらいです。澤村藤十郎さんの献身的な努力のおかげで文化庁の事業ともタイ

  アップし、掛合には名馬池月の伝説もあり、素人芝居もあるということで掛合に誘致しました。 
  また、新しい小学校もできて、子どもたちが新しい学校で本物の舞台芸術に触れる機会をつくりました。

  今度、スーホの白い馬という舞台も行います。これは解りやすいものになっています。狙いは大変難し

  いですが、何回も回を重ねることで子どもたちの理解も増しています。ぜひ大人の皆さんも開校記念と

  いうことで、ご賛同いただければと思います。（教育長） 
Ａ：澤村さんは今度８月１６日においでになります。澤村さんが掛合で何かやっているのを聞きつけて、都

  会の人が掛合に来られます。地元掛合の人は澤村さんとはそんなにすごい人かとカルチャーショックを

  受けます。 
  また最近、大活躍している三刀屋高校演劇部の生徒が澤村さんの発表に加わるジョイントが計画されて

  います。 
  今後いろいろな形で住民のみなさんと関わりが予定されています。そして、澤村さんのネットワークを

  通じて、イッセー尾形など普段ではとても来てくれないような方が来てくださることになっています。

  平家物語だけでなくいろいろな催し物が展開されるので、楽しみにしましょう。（市長） 
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三刀屋町中野地区 チャレンジデーについて 

Ｑ３２２ 

   チャレンジデーは合併当時、イベントをいろいろ企画され、勝ったこともあるが、最近は参加率も４０％そこそ

    こで負けている。マンネリ化もあると思うが、年に１度のことなので市を挙げて市民のやる気を起こさせるよう

    な企画をしていただきたい。 

Ａ：今年のチャレンジデーは（参加率が）５０％に届かず、初めて金メダルが取れませんでした。ご存知の

  ようにこのチャレンジデーは、平成５年に第１回目、日本で初めて参加したのが旧加茂町でした。第２

  回目に木次町、宍道町。第３回目に三刀屋町も参加されて、チャレンジデーはまさに雲南市が発祥の地

  と自負しています。 
  全国で１００万人突破した非常に大きなスポーツのイベントになりました。こういった中で参加率が下

  がったことは非常に残念です。来年は５０％台を目指して取り組んでいきたいと思います。 
  今年の原因の一つはマンネリ化したというのは否めない事実です。事務局を預かっている教育委員会も

  合併後、全市的に取り組まなかったので、来年はぜひ全市に広げて実施したいと思います。また、集計

  がきちんと出来ていなかったと感じていますので、来年に向けて周知徹底を図ります。（教育長） 
 

加茂町（中村昭和星野雲並・東谷・砂子原・中村団地・東谷団地） ジャズフェスティバルについて 

Ｑ３２３ 

   今度、商工会青年部でジャズフェスティバルを開催する。商工会青年部は、合併前は先細りだったが合併して

    元気になった。もっと６町の若者が交流できる場がないか？もっと市の若者の力を信じて欲しい.。 

Ａ：ジャズフェスティバルについては市も支援します。盛大な祭りをしていただいて景気付けをしていただ

    きたいと思います。（市長） 

 

加茂町（神宝２１・三代下神原・大竹延野） 加茂球場の使用について 

Ｑ３２４ 

   加茂の野球場を、夕方、土日とも三洋が使用しておられて、使用することできない。加茂町だけ使用されてい

   るのか、他に使用できるところはないのか。 

Ａ：占用的仕様でご不便をお掛けしています。現在、三洋は現在のグランド、駐車場を造成して、新工場を

    １０月、秋完成に向けて増設しておられます。 
   この間、２部リーグに加盟する三洋ソフトボール部は練習場がないため、休日はホシザキのグランドを
    使用され、平日遠征の無い日の夕方は、加茂町のグランドを使用しておられると思います。 
    いろいろ他の場所も紹介していますが、毎月（練習）場所が変わるのは大変ですので、ナイターが始ま
    るまでには（練習が）終わるようにしておられます。ご理解いただきたいと思います。（産業振興部）
Ｑ３２５：[関連質疑] 

   加茂中学校のソフト部、野球部が球場を共有しており、夕方使えないものかと思い発言した。 

 

Ａ：検討いたします。三洋ソフトボール部にも相談します。三洋ソフトボール部は、ソフト競技力向上のた

    め、地元中学校への指導等もしてもらっており、一定のご理解を得て他の場所についても検討します。

    （産業振興部） 

 

 

 

 

 




